
は
依
正
各
具
の
長
茶
羅
な

b
o
依
正
互
仁
他
を
具
足
し
て

一
一
利
子
中
に
諸
の
技
葉
花
果
を
具
足
す
る
が
如
、
3
不
思
議

の
法
－
な
る
を
依
正
各
具
の
長
茶
羅
芝
云
ふ
な
り
、
行
者
一

度
長
茶
羅
を
瞳
拝
す
る
時
は
、
一
念
の
嘗
初
能
く
是
等
六

析
の
長
茶
羅
を
供
養
す
る
事
を
得
る
な
り
。
ハ
以
ド
次
披
）

興
師
身
延
離
山
に
付
て

望

本

啓

月

古
来
典
師
身
延
離
山
仁
付
て
諸
多
の
設
あ
り
ご
雌
も
、

其
れ
等
は
皆
く
置
さ
、
或
振
の
師
披
木
井
訟
の
誘
法
な
る

が
故
争
ち
ど
一
五
ふ
も
の
仁
卦

ι、
少
し
く
自
己
の
信
ず
る

所
を
述
ぺ
む
さ
す
。

締
書
に
日
〈
『
同
十
七
日
波
木
弁
の
郷
へ
着
主
ぬ
波
木

井
殿
仁
封
面
せ
”
し
か
ば
大

ν
に
悦
び
今
生
は
賢
長
身
の
及

ば
ん
程
は
み
つ
ぎ
奉
る
ぺ
し
後
生
を
ば
上
人
助
け
給
ヘ
ピ

契
り
し
事
は
只
事
と
も
貸
へ
守
偏
へ
に
慈
父
悲
母
の
披
木

弁
殿
の
身
じ
入
・
り
か
は
ち
日
蓮
を
哀
み
給
ふ
か
』
ご
。
技

木
弁
殿
い
か
で
此
の
誓
一
を
破
・
り
給
ム
ペ
き
、
又
臼
〈
『
次

郎
殿
等
の
御
後
遺
親
の
仰
せ
さ
申
し
我
が
心
に
入
れ
て
主

は
し
ま
す
事
な
れ
ば
乃
至
一
人
も
疎
略
の
義
杏
し
』
依
て
如

ん
ぬ
、
親
子
必
に
入
れ
℃
御
供
養
申
せ
し
事
を
。
若
し
更

に
之
れ
を
疑
ふ
者
は
須
く
我
執
を
拾
て
、
考
ふ
ぺ
し
、
宗

祖
其
の
始
め
御
座
所
御
選
定
仁
嘗
り
、
諸
方
有
力
争
る
信

徒
の
招
待
に
も
総
じ
給
は
ず
、
特
仁
此
の
地
合
撰
み
給
ひ

し
事
を
。
若
し
波
木
井
訟
の
諮
法
は
積
年
な
る
が
故
仁
ご

云
は
立
、
末
法
唱
導
師
本
化
上
行
主
日
薩
ど
し
て
九
ヶ
年
の

長

3
間
期
〈
の
如
き
大
事
を
知
ら
す
す
し
て
過
し
た
ム
リ
ご
云

ふ
か
、
強
い
て
之
引
い
を
一
五
は
立
葉
古
諌
言
も
妄
語
ご
な
る

べ
し
。
一
丈
の
掘
を
越
へ
ざ
る
者
二
丈
三
丈
の
掘
を
超
ゆ

べ
か
ら
ぎ
る
が
故
な
り
。
見
ょ
‘
波
木
弁
殿
御
書
じ
は
、

「
此
人
は
無
謹
行
菩
薩
の
再
誕
に
て
や
主
は
す
ら
ん
』
と

叉
『
此
の
山
は
天
佐
一
の
霊
山
日
域
の
比
枝
山
仁
も
勝
れ
た

り
』
ど
遊
ば
さ
れ
た
る
を
。
無
遁
行
菩
薩
何
ザ
誘
法
を
争

3
れ
ん
や
D

地
頭
若
乙
訪
法
奇
ら
ば
何
手
勝
れ
た
ら
と
宣

せ
給
ふ
や
口
又
御
書
仁
臼
く
『
霊
山
の
教
主
将
迦
賓
滞
世

界
の
多
資
如
来
十
方
分
身
の
諸
備
本
化
の
太
士
法
化
の
菩

隆
光
耕
一
龍
一
柳
十
羅
剥
女
も
定
め
て
此
の
瑚
り
仁
御
肱
す
ら

(31) 



r
九
乃
至
此
の
如
〈
悌
菩
薩
の
住
み
給
ふ
功
徳
衆
の
糊
・
り
な

乃
至
無
始
の
罪
障
も
今
生
一
世
に
消
滅
す
べ
き
か
』
ど
徳

眠
な
ら
ず
必
ら
ず
隣
あ
り
ど
は
外
退
街
之
れ
を
云
へ
り
、

況
や
法
華
経
の
行
者
本
化
上
行
菩
薩
九
ヶ
年
の
永
き
歳
月

を
費
し
一
人
の
波
・
水
井
訟
を
数
化
し
能
は
ぎ
る
の
理
あ
る

ぺ
し
ゃ
。
法
貴
き
が
故
に
所
貴
し
、
所
賞
主
が
故
に
入
賞

し
と
。
須
捕
山
仁
近
づ
〈
烏
た
る
披
水
井
益
金
色
な
ら
ず

し

τ夫
れ
河
町
ゲ
や
。
許
輪
番
を
改
め
し
事
型
怠
仁
契
は
今

ご
な
ら
ば
、
何
ん
す
宗
組
自
ら
賦
乙
給
ひ
し
お
ソ
。
壷
未
来

ま
で
も
心
は
身
延
山
仁
す
む
ベ
〈
候
ご
宣
ひ
し
に
非
ず
や

若
し
栖
紳
ま
し
ま
詰
立
る
が
故
と
言
は
立
、
闘
主
法
華
経

を
信
壱
ざ
れ
ば
、
日
本
国
中
何
れ
の
所
に
も
栖
紳
ま
し
ま

さ
い
ご
’
Q

ぺ
き
か
、
其
の
義
ゐ
る
べ
か
ら
今
、

吾
人
は
此
の
意
仁
よ
り
て
師
の
離
山
は
披
木
井
益
誘
法

の
故
に
は
あ
ら
ず
し
て
、
何
事
か
深

B
理
由
の
存
す
る
も

の
な
る
事
を
信
子
る
ご
共
仁
、
宗
組
滅
後
幾
何
な
ら
ず
し

て
六
上
足
の
相
反
目
せ
り
ご
云
ふ
を
疑
ふ
者
在
、
り
。

山
わ

ve＠
φ
φ
φ
み
Wi

一・・

悌
教
に
及
べ
る
上
代

印
度
の
宗
教
思
想

く32)

荒

木

明

蒋．

悌
散
が
在
来
の
宗
致
じ
劃
し
て
有
す
る
特
色
は
、
葉
信

行
の
中
心
を
悌
陀
の
人
格
に
在
り
而
も
其
思
想
観
念
の
構

成
並
じ
材
料
は
グ
ヱ
ダ
に
淵
源
し
て
貫
在
と
生
死
ご
解
股

の
三
貼
仁
集
中
せ
り
。
此
三
に
閥
し
て
グ
エ
タ
思
想
を
明

か
に
す
る
は
偽
数
思
想
の
基
く
所
を
明
か
じ
す
る
ご
共
仁

叉
業
出
藍
の
特
色
を
排
別
す
る
所
以
な
り
‘
所
謂
偽
教
は

宗
教
そ
の
者
に
乙

τ今
日
某
勢
力
の
賓
大
守
る
は
何
が
故

手
、
偽
陀
の
宗
教
は
高
貴
仁
非
守
し
て
一
般
卒
民
的
に
乙

て
、
徒
ら
に
高
速
に
非

5
る
ご
同
時
に
偽
陀
の
教
は
人
間

向
上
の
大
遣
で
あ
る
故
に
『
悌
敬
が
嘗
代
及
び
爾
後
数
千

載
の
民
衆
に
偉
大
な
る
戚
化
を
輿
へ
し
所
以
の
者
は
、
偽

陀
の
謄
仰
す
ぺ
き
人
格
に
図
る
事
多
〈
し
て
、
其
数
義
仁

因
る
事
は
寧
ろ
少
し
ご
錯
す
』
ご
は
東
洋
串
者
の
マ
グ
ス

ミ
ユ
ヲ
’
の
悌
陀
の
讃
美
の
言
争
b
o


